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2014年度
スローガン

全社一丸・同友会一丸で
人を生かす経営の
総合実践に取組み
この激動の一年を
突破しよう！

◇同友会理念◇
⃝同友会3つの目的⃝

良い会社をつくろう
良い経営者になろう

良い経営環境をつくろう
この目的実現に向けて
「地域社会と共に歩む」
中小企業の自覚をもち
「自主・民主・連帯」
の精神で企業経営と
会運営を行うことです。

目 次
第30回定時総会……… 2~4

2014年度…理事・名簿… …5

会員掲示板
経営相談室コラム…………6

第４6回定時総会…in…新潟のご案内……7

理事会議事録………………8

愛媛同友会 第30回定時総会を開催
4月24日、延べ122名が参加！

　４月24日（木）、松山全日空ホテル本
館で、第30回定時総会を開催しました。
　2014年度のスローガンは「全社一丸・
同友会一丸で　人を生かす経営の総合実
践に取組み　この激動の一年を突破しよ
う！」。延べ122名が参加しました。
　第１部は会員表彰と総会議事。同友会
在籍20年、会員拡大、例会皆勤の表彰を
行いました。続いて、運動報告、運動方針、
決算・予算、理事について提案があり、すべて承認されました。
　第２部は記念講演＆グループ討論。中小企業家同友会全国協議会相談役幹事の
赤石義博氏にご講演いただき、参加者全員でグループ討論を行いました。
　第３部は懇親パーティー。多くの来賓の方にも参加いただき、学びと親交を深
めました。
※今回の会報では、２～５ページにわたって、第30回定時総会を特集しています。

【参加者内訳】▼第１部：74名▼第２部：95名▼第３部：107名（延べ参加者
122名／うち、会員は102名）
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延べ122名が参加しました
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愛 媛
同友会
第30回

定時総会

〔第1部〕会員表彰・総会議事
● 同友会在籍20年功労賞（8名）

●「仲間の輪を広げましたで賞」
会員拡大（19名）

●「毎月の例会で自己研さんに励みましたで賞」
例会皆勤（6名）

スローガンを実現するための基本方針

一
、
企
業
づ
く
り

①人材の採用と新入社員の育成
⇒合同企業説明会（継続実施）
⇒合同入社式・新入社員研修会・フォローアップ研修（継続実施）

②経営がわかる幹部社員・経営者の育成 ⇒中堅社員育成のBBS、管理者育成の同友会大学（継続実施）

③企業変革支援プログラムⅠ・Ⅱの活用
⇒各支部例会・同友会大学・経営指針成文化セミナーで経営の全体像と立ち位置

を明確に

④企業における未来の指針作り ⇒経営者と幹部社員参加の経営指針成文化セミナー（継続実施）

二
、
同
友
会
づ
く
り

⑤同友会がわかる役員の育成
⇒全国大会、中同協役員研修会などへの派遣（理事会・支部幹事会での数値目標）、

役員研修・会員オリエンテーション（着手）

⑥共学の精神で、地域を担う経営者の仲間づくり ⇒「会員をひとりぼっちにさせない」取組み、経営フォーラム（継続実施）

三
、
地
域
づ
く
り

⑦産学官連携で、地域と対話する同友会づくり

⇒愛媛大学提供講座（継続実施）の県内各大学への広がりに着手
⇒愛媛大学との景況調査（EDOR）（継続実施）
⇒松山市教育委員会との包括連携・小学校・中学校講座・職場体験学習（継続実施）
⇒中小企業振興基本条例の県内他市町への展開
⇒愛媛同友会の全支部で中小企業憲章の学習と中小企業振興基本条例制定を方針

とする

●同友会在籍20年功労賞（８人）●
（順不同・敬称略）　　　

白石　　隆　会員　㈲白石石油　代表取締役

八木　清隆　会員　㈲八木食品　代表取締役

篠崎　靖浩　会員　㈱アイ・セディク　代表取締役

清水　英雄　会員　㈱シミズ　第一製造部長

程野　裕貴　会員　㈱程野商店　代表取締役

篠原　正博　会員　いよ紙工㈲　代表取締役

清水　　悟　会員　丸三製紙㈱　代表取締役

森川　信彦　会員　森川㈱　副社長

第１部司会：武田正輝さん

「仲間の輪を広げましたで賞」最多会員増強の三好
大助さん、右はプレゼンターの藤井滋・相談役

「毎月の例会で自己研鑽に励みましたで賞」
受賞者の皆さん

「同友会在籍20年功労賞」
代表挨拶をする篠崎靖浩さん

議長団の杉本太一さん（左）と越智堅太郎さん（右）
2014年度方針を提案する

大野栄一・代表理事
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〔第２部〕記念講演＆グループ討論
テーマ：今こそ、同友会運動の原点を問う！ ～人を生かす経営の総合実践が時代を切り拓く～
講　師：赤石義博　氏　中小企業家同友会全国協議会　相談役幹事（前・会長）
寄　稿：武田正輝さん　（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

　　赤石さんのお話を伺いながら、自分たちが日々取
り組んでいる「同友会運動」や、口にしている「自主・
民主・連帯の精神」・「人を生かす経営」という言葉な
どの原点を学ぶと同時に、その背景（深さ）を知る事
ができました。

　高度経済成長の始まった年に誕生した同友会。当時
就労人口の82％が中小企業で働いていた事で行動規範
（反社会的な事はできない）になるべきだという思いか
ら「国民と地域とともに歩む」という言葉が生まれた
そうです。

　「人を生かす経営」も人材育成よりどうしたら企業を
維持・発展していけるかの視点で考え、社員が「自主・
民主・連帯」の深いところにある「社会的有用性・人間的に成長する場・地域貢献」を学び、暮らしづくり・
仕事づくり・地域づくりが１つに結びついた時、共に経営理念を考えていくようになるとの事。

　同友会では毎月の支部例会をはじめ、経営指針成文化セミナー、共同求人運動や社員教育、中小企業振
興基本条例の制定など様々な活動がありますが、ただ存在するから取り組むのではなく、講演の中で赤石
さんがおっしゃっていた、「形が残っていればいいというものではなく、目的を持って取り組んできたか
ら今がある。文言をそのまま理解するのではなく、その背景を理解する」という事を意識しながらこれか
ら活動していこうと思いました。また、後継者として会社が存在していることに対しても同じ思いを持っ
て経営にあたっていこうと決意しました。

　その後のグループ討論では、自社の課題やそれに対してグループメンバーの意見交換を行ない、有意義
な時間となりました。同じグループだった、いずれも松山第3地区会の秋川保親さん・裕恵さんご夫妻、
的場良治さん、浅川信介さん、楽しい時間をありがとうございました。

　最後に赤石さん、いろいろな気付きをいただき、本当にありがとうございました。

講演する赤石義博さん

全15テーブルでのグループ討論 第2部司会：佐藤慎輔さん
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〔第３部〕懇親パーティー

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
　（
敬
称
略
・
順
不
同
）

お　名　前 所　　　属　　　名 役　　　職
上甲　俊史 愛媛県 参与
村上　幸司 愛媛県経営支援課 課長
関谷　真之 愛媛県経営支援課商工団体係 係長
野志　克仁 松山市 市長
矢野　一郎 松山市産業経済部 企画官
清水　真也 松山市地域経済課 主任
丹生谷則篤 東温市産業建設部 部長
永野　昌二 東温市産業創出課 課長
柳澤　康信 愛媛大学 学長
村上　宏之 松山大学 学長
赤石　義博 中小企業家同友会全国協議会 相談役幹事
和田　寿博 愛媛大学　法文学部・地域創成研究センター 教授
東渕　則之 松山大学キャリアセンター 教授・センター長

障害者問題全国交流会のPR

音響：藤田一郎さん第３部司会：桑波田健さん

全国広報情報化交流会のPR

中村時広・愛媛県知事
からの祝辞を代読する
上甲俊史・愛媛県参与

野志克仁・松山市長 高須賀 功・東温市長からの
祝辞を代読する丹生谷則篤・

東温市産業建設部長

柳澤康信・愛媛大学学長 乾杯の挨拶をする
村上宏之・松山大学学長
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愛媛県中小企業家同友会　2014年度　理事・名簿（38人）
敬称略

同　友　会　役　職 氏　　名 企　業　名 役　　職
代表理事 服　部　豊　正 服部製紙（株） 会 長
代表理事 大　野　栄　一 （株）大栄電機工業 社 長
松山支部長 杉　本　太　一 特別養護老人ホーム梅本の里 施 設 長
松山支部副支部長 本　田　美　紀 （有）オルソ本田 取 締 役
松山支部幹事長 米　田　順　哉 ＮＰＯ法人家族支援フォーラム 理 事 長
松山支部第１地区会長 三　好　大　助 （株）フェローシステム 社 長
松山支部第１地区会副会長 田　尾　昭　憲 （株）ｆｉｔ　ｇｒｏｕｐ 社 長
松山支部第１地区会幹事長 矢　野　宏　道 （有）矢野商事 社 長
松山支部第２地区会長 弓　立　公　司 （有）ユアーズ・ケア 社 長
松山支部第２地区会幹事長 川　本　　　創 千代田商事(有) 取 締 役
松山支部第３地区会長 芳　野　裕　士 （株）ＧＯＯＤ　ＦＩＥＬＤ 社 長
松山支部第３地区会幹事長 中　　　周　作 （株）ナカフードサービス 社 長
伊予・松前支部長 今　村　暢　秀 （株）世起 社 長
伊予・松前支部副支部長 大　政　裕　志 （株）えひめセレモニー 部 長
伊予・松前支部幹事長 武　田　正　輝 恭栄自動車（株） 後 継 者
東温支部長 篠　原　治　行 （株）エスディー企画設計 社 長
東温支部副支部長 川　崎　一　輝 愛媛故繊維再生(株) 取 締 役
東温支部幹事長 杉　原　竜　太 （有）杉盛工務店 専 務
今治支部長 越　智　堅太郎 （株）オチ工業 社 長
今治支部副支部長 横　田　真　人 （有）エムワイ 社 長
今治支部幹事長 原　　　　　 初 （株）志賀商店 社 長
四国中央支部長 菰　田　晃　伸 （株）こもだ寝装 社 長
四国中央支部副支部長 佐　藤　慎　輔 サトー産業(株) 社 長
四国中央支部幹事長 長　野　禎　毅 (株）美寿寿 社 長
人を生かす経営本部長 伊　藤　俊一郎 イトマン(株) 社 長
経営労働委員長 赤　尾　純一郎 愛媛汽船（株） 部 長
社員教育委員長 渡　部　伸　哉 （有）三和興産 社 長
共同求人委員長 大　川　耕　三 生活協同組合コープえひめ 相 談 役
障がい者委員長 北　野　賢　三 まるく（株） 社 長
中小企業憲章・条例本部長 平　野　啓　三 （株）平野 社 長
中小企業憲章・条例委員長 平　野　啓　三 （株）平野 社 長
キャリア教育担当 武　田　正　晴 恭栄自動車(株) 社 長
ＥＤＯＲ担当 桑波田　　　健 岡田印刷(株) 社 長
環境問題委員長 守　谷　和　久 （有）えひめ環境会議所 社 長
増強本部長 田　中　正　志 義農味噌(株) 社 長
広報情報化委員長 竹　村　義　則 生活協同組合コープえひめ 本 部 長
女性委員長 村　松　つ　ね ＮＰＯ法人こころ塾 理 事 長
企業連携担当 良　野　一　生 （有）いっせいグループ 社 長
増強戦略担当 佐　藤　慎　輔 サトー産業(株) 社 長
総務担当 横　本　恭　弘 （有）人と経営研究所 社 長
専務理事 鎌　田　哲　雄 愛媛県中小企業家同友会 専 務 理 事
増強戦略副担当 玉　井　和　幸 パートナーシップ経営塾 代 表
企業連携副担当（コーディネーター） 阿　部　信　之 (有)阿部木工 社 長
企業連携副担当（コーディネーター） 小　田　美　恵 (株)宝山亭 社 長
企業連携副担当（コーディネーター） 金　子　司　郎 テクノロジープロダクツ ゼネラルマネージャー
キャリア教育副担当（大学） 真　鍋　　　明 (株)マルブン 社 長
共同求人副委員長（合同入社式） 桑波田　　　健 岡田印刷(株) 社 長
共同求人副委員長（合同企業説明会） 矢　野　雅　司 服部製紙(株) 専 務
財務担当 脇　　　一　文 脇会計事務所 所 長
経営相談室室長 秋　川　保　親 秋川会計事務所（株） 取 締 役
会計監査 佐　伯　直　輝 佐伯公認会計士事務所 所 長
会計監査 吉　岡　　　毅 （有）吉岡建築設計事務所 社 長
相談役 藤　井　　　滋 不二印刷（株） 会 長
相談役 井　浦　　　忠 （株）いうら 最 高 顧 問

◎副委員長・副担当・財務担当・経営相談室長・会計監査・相談役・松山支部第１地区会副会長は理事ではありません。
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北　　店／松山市本町５丁目７－７　　　TEL：089－911－0329 ㈹
南　　店／松山市和泉北２丁目３－22　  TEL：089－947－2050 ㈹
市駅前店／松山市湊町５丁目５－５　　　TEL：089－998－2555 ㈹

全てのお部屋、引越費用０円システム好評中 !!

お悔やみ
山﨑　剛氏・協和パックス㈱　代表取締役のご尊父　山﨑健治様（享年67歳）が、2014年４月
22日ご逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。

会　員
掲示板

　

歴
史
上
、
戦
略
の
天
才
と
言
わ
れ
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
織
田
信
長
は
、
自
分
よ
り
何
倍
も
大
き
い
敵
と
戦
い
勝
利

し
ま
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
敵
の
兵
力
分
布
を
正
確
に
分
析
し
、
戦
場
に
２
倍
か
ら
４
倍
の
兵
力
を
結
集
し
て

敵
軍
を
圧
倒
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
戦
略
は
、
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
や
ポ
ー
タ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
企
業
経
営
の
戦
略
に
も
適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
場
で
は
強
者
と
弱
者
が
共
存
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
が
生
き
残
る
た
め
に
は
「
弱
者
の
戦
術
」
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
、
一
点
に
経
営
資
源
を
集
中
し
局
地
戦
で
勝
利
す
る
こ
と
で
す
。

　

経
営
者
の
皆
さ
ん
は
、
パ
レ
ー
ト
の
「
80
対
20
の
法
則
」
を
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
売
り
上
げ
の

80
％
は
、
全
顧
客
の
20
％
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
す
。
貴
社
で
も
、
顧
客
の
販
売
ラ
ン
キ
ン
グ
を

作
り
、
上
位
か
ら
加
算
し
売
り
上
げ
が
８
割
に
な
る
の
は
ど
の
顧
客
ま
で
か
を
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

東
京
都
町
田
市
に
「
電
化
の
ヤ
マ
グ
チ
」
と
い
う
家
電
販
売
店
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
の
店
の
周
囲
に
大
手
の

家
電
販
売
店
が
進
出
し
売
り
上
げ
は
激
減
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
グ
チ
は
顧
客
リ
ス
ト
を
分
析
し
、
過
去
５
年
間
一
度

も
来
店
し
て
い
な
い
人
を
顧
客
名
簿
か
ら
除
き
、
顧
客
を
購
買
金
額
と
購
買
頻
度
に
よ
っ
て
９
種
類
に
分
類
し
ま

し
た
。
こ
の
内
、
１
年
以
内
に
来
店
し
購
買
金
額
の
高
い
顧
客
を
重
要
顧
客
に
位
置
づ
け
、
訪
問
や
D
M
を
増
や

す
と
共
に
、
電
球
切
れ
や
テ
レ
ビ
の
故
障
に
も
即
座
に
親
切
に
対
応
す
る
体
制
を
取
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
対
応

が
高
齢
世
帯
を
中
心
に
支
持
を
広
げ
、
大
型
店
よ
り
高
い
価
格
で
も
堂
々
と
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
顧

客
と
の
ご
縁
を
大
切
に
す
る
御
用
達
の
商
い
が
価
格
競
争
に
う
ち
勝
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
弱
者
の
経
営
戦
略
を
」

秋  

川  

保  

親 

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役
・

愛
媛
同
友
会
　
経
営
相
談
室
長
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弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行・和田資篤

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

第４6回定時総会 ｉｎ 新潟のご案内
地域と日本の夢幻の未来を切り拓こう！
～エネルギーシフトを中小企業の手で～

日　程：２０１４年７月１０日（木）１３時～１１日（金）１２時００分
会　場：朱鷺メッセ
参加費：２万円（宿泊費別）
主　催：中小企業家同友会全国協議会会
設　営：新潟県中小企業家同友会

●開催スケジュール●
　第１日目には、全17分科会を開催します。このうち、第11分科会（中小企業憲章・条例）は愛媛同
友会の担当です。「地域に根差す条例運動の鍵は、産学官連携！～東温市と松山市の中小企業振興基本
条例の制定と実践～」とのテーマで、和田寿博会員、藤岡貞雄会員、鎌田哲雄専務理事、三好寛太氏（松
山市地域経済課）によるパネルディスカッションを行います。
　第２日目は、各分科会の報告と議案の採択を行います。また、
アフター企画として記念旅行も開催されます。

●お申込み●
　愛媛同友会事務局（089－968－3112）までお申し込みください。
締切は６月27日（金）ですが、各分科会には定員が設定されてい
ますので、お早めのお申込みを！
　また、分科会の内容等についても、事務局までお気軽にお問い
合わせください。

全国大会への参加は、全国の仲間との交流の輪を
広げ、学びを深める良い機会です。ぜひ、ご参加
ください！

中小企業家同友会全国協議会
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2014年度　愛媛同友会第２回理事会　議事録

　　　　　　　【日　時】　２０１４年５月１４日㈬　18時00分～20時30分　　　　【会　場】　アイテムえひめ
　　　　　　　【出席者】　24名	 	 	 【委任状提出】　15通
　　　　　　　【議　長】　伊藤　俊一郎	 	 【議事録作成者】　住田　昌士哉

開会挨拶：平野啓三

　５月になり、いよいよ新年度です。新聞にも大きく取
りあげられていますが、日本の人口減少進んでいます。
地域経済を中心とする中小企業にとっては、“ゾッとする
未来”です。中小企業には地域を守る責任があります。同
友会運動を広げて、企業づくり・同友会づくり・地域づ
くりをともに頑張っていきましょう。

報告・承認事項

＜報告事項＞
１）第30回定時総会の開催報告について、事務局より報

告がありました。
２）全国・他団体行事の報告について事務局から報告が

ありました。
３）第４回経営フォーラムについて候補日、及び実行委

員会について事務局から報告がありました。
　　　代表理事・本部長会議で協議し、第３回理事会に

提案します。
４）愛媛同友会主要行事と全国行事への出欠の確認につ

いて、事務局から報告がありました。
＜承認事項＞
１）入会・退会の承認・・・第２回理事会までの会員数

の推移及び入会・退会を承認しました。
２）2014年度理事会の各月の議題について事務局から説

明があり、承認しました。
３）松山市条例制定記念シンポジウムへの後援について

事務局から提案があり、承認しました。
４）プロテインアイランド松山　国際シンポジウムへの

後援について事務局から提案があり、承認しました。
５）青年海外協力協会青年研修事業への協力（講師派遣等）

について事務局から提案があり、承認しました。
＜学びの場＞
　「採用環境の変化について」伊藤俊一郎・人を生かす経
営本部長より問題提起がありました。
　全国的に有効求人倍率が改善し、人を採用することが
困難になっています。そのなかで、６月12日に行われる
「合同企業説明会」や同友会の「人を生かす経営の総合実
践」を例に挙げながら、定期採用・継続採用が企業づくり・
同友会づくり・地域づくりにつながるとの提起をしてい
ただきました。

2014年度理事伝達式

　大野栄一・代表理事より各理事に委嘱状が手渡されました。

協議事項
１）役員研修および会員オリエンテーションについて
　①田中正志・増強本部長から開催についての提案が

ありました。
　　昨年度は、一昨年に比べ、会員増強が低調になって

しまいました。新年度を迎え、会勢強化が非常に重
要になってきます。新しい理事も迎え、より深い学
びを通じた質の向上が求められます。また、新入会
員を一人ぼっちにさせない、より同友会を知ってい
ただくことに力をいかなければなりません。せっか
く入会して頂いても退会してしまっては会勢強化は
できません。そこで、役員研修および会員オリエン
テーションの開催を提案します。

　②米田順哉・理事から役員研修および会員オリエンテー
ションの実施要領とテキストの説明がありました。

　③実施要領およびテキストについて、３グループで
討論を行い、発表しました。以下のような提案が
ありました。

　　「役員研修は支部単位ではなく、中予・東予とエリ
ア単位で行ってはどうか」

　　「新入会員には入会手続き時に、会員オリエンテー
ションに必ず参加するように確認をしてはどうか」

　　「役員研修では、理事だけでなく、幹事も参加し一
緒に学べば、今後の理事育成にもつながるのでは
ないか」

　　「会員オリエンテーションについては、特に新入会員
にとっては内容が硬すぎるのではないか。例会紹介
や実践事例に触れる内容の方が良いのではないか」

閉会挨拶：大野栄一

　組織運営は非常に難しい面があります。しかし、うま
く組織が運営されている同友会は、役員研修をはじめと
して、丁寧な組織運営がされています。組織運営とその
仕組みづくりがうまくいっていないと会勢強化も出来ま
せん。
　今年度、会勢純増60名達成のために、深い学びを通して、
質の高い組織運営・同友会を目指しましょう。





重信店（フジグラン重信内）・松山店（フジグラン松山内）
松前店（エミフルＭＡＳＡＫＩ内）・新居浜店（フジグラン新居浜内）
葛島店（フジグラン葛島内）・野市店（フジグラン野市内）

垣生店（パルティフジ垣生内）・砥部店（パルティフジ砥部内）

とんび家

おかず村

〒791－0216  東温市野田３丁目８－５
ＴＥＬ・ＦＡＸ 089－964－0313

マキフーズ有限会社


